






要約:①最近の遺伝外来受診者を 5-10 年前のそれと比較し,その相談内容の変化から遺伝

相談が急速に普及しつつあること,またそれには診断技術の向上が大きく寄与しているこ

と,さらに,遺伝相談や胎児診断の普及に現在のシステムが追いついていないことを明らか

にした。②羊水検査の結果から,診断技術の向上が逆に新たな問題を生じさせていることを

明らかにした。 


